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                     〜  �上�疑  〜
                                                                                      発�者���佳郎

�回は，��というわけにいかなかったので，�の�上ご発�いただいた�々に，ご�⾒ご�
想の��をいただき，発�者の�旨とあわせて，�上での「�疑（「��」まではいきません
が）」としました。

＜発��旨＞

 RizziのCP��におけるFocPの主��として，��的な範疇��の「FOC」を想�す

る。ここに�形として�在するのが「サエ」であるというのが�発�の主�である。この

��にある「サエ」がそのまま�現すると，下の (1 )が成立する。

  (1 )  [TopP�郎は [FocP[TopP[FinP[TPマンガを�まなか ]った ]ので ]さえ ]ある ]

 「サエ」は陳�を�了させる形式に��できない，あるいは「サエ」には陳���がな

いという制�を�えれば，

  (2) のだ＋さえ→のでさえ＋ある

のように，�来「ノダ」に��されるべき「サエ」は，その内�に�り�むことになる。

 もしこの「サエ＝FOC」がモダリティ��に付属しない場�，そのままのハダカの状�

では�在できないので，�の��として�点��をTP内�に�索することになる。
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��の制�という点では，サエのみに��を�属させるのではなく，��相⼿の��的�

性も�慮する必�があるのではないか�例えば「サエは��的属性を持つ構成�と��可

�である」と��し，当�構成�（�に�）にその属性を付�することも想�可�であ

る。例えば副�や���には�在しないがある種の�はこの��フェロモンを�し，サエ

がそれに��されると�えると��が�し�理�されるように思われる。もちろん��た

る��あるいはコト��句は�もフェロモン�度が�いので�易に��できるが，〜シ

（サエ）という動��⽤形も⼀�的な動�→��の�⽣（例�「�む」→「�み」）に�

じて��的属性の�在を��できる。尤も「�える」には���⽣形はないが「�えサエ

する」のように��できるので��属性の��範囲を��する必�がある。「�える」の

場�，サエの�にスルが来るので「�えサエ」の句を��と��することは可�であろう

（しかしながらこのことを�て「�え」が��的であることの��にはならない）。

(5) [ [TP�郎が���を�べない ] [CPさえ ] ]

であれば，「�郎」と「���」の２つの可�性があることになる。⼀�的に�動は，�性

の⼀�によって⾏われるが，「�郎」と「���」のどちらにその�性があるかは，形�論

�び��論的なレベルでは決�されない。よって，����を�択するために，主��「サ

エ」は，��上にその�性を�索することになる。

 (3) [TopP�郎は [FocPマンガ iさえ [FinP[TPti�ま

なか ]った ]FOC]TOP]

左�への�動は，右�にあるFoc主����から離れ

た「サエ」が，左�のFocのSpec

��に��されなければ，その�性を�持できない

から�こると�えられる。

 「サエ」の�索は，��句の他に，別の構成��

としての��の��動�を��とすることもでき

る。�下の (4)である。

(4) [TopP�郎は [FocPマンガを�み iさえ [FinP[TP[ʋPti]しなか ]った ]FOC]TOP]

この場�「サエ」は，否��（とそれと不可�の時制�）を�して��のʋP�体を左�の

Foc��に�動させる。

 ��にCP��にあることについて。「サエ」が，TP内�の��句に付属する場�，

＜�間先⽣＞

 「サエ」を題材として��  (CP) の��構�を��したことは���的に�味�いと共に

⽇����の��場⾯でも有�であると�じた。サエの��に制�があり他の副助�より

使いにくいことは��的に理�できる。これを  CP の構�上の制�に�元した点は⾒事で

ある。��，この制�を⼀��するために，同�の動作を�る他の副助�との���照が

あればなお�得⼒が�まるであろう。

�索��が��句である場�，「サエ」は，それに

��して，「サエ句」�体を左�の「Foc」��に�

動する。�下の (3)である。

   

発�時の�料から
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⼀�的に，��は�切な����を�えば�⾯的には��句と相�になる。ドイツ�の

dass，フランス�の  que は何れも主�になるほか他動�の⽬的�にもなり得る。その中

�が���を⽤いてnon-finite であることを�すことがあることも��的属性が�いこ

との��である。英�では同�の事�を  to 不��で�すことが�く（例�  I  want to be

a professor），他動�との��では����においては��⽬的�という��を受け

る。ここに�まれる  agent - action/state のいわばジャンクション的��  (I  be a

professor) は事�性に�して中立な  non-finite 構�である。

 ⼀�，「〜ヲサエ」や「〜ニサエ」のような�助�との併⽤については「〜サエ」が�

�した�で�付�をするために�助�が�から�理⽮理�り�んだとしてもよいかもしれ

ない．動�との���が�い「〜ノサエ」は��なのではないか�この�りは未論�。

 「〜サエ」句の�頭�動はそこに�点を当てるための��的なもので，��制�とは切

り離して�えた�がよいかも知れない。これが�こるのは「〜」��が主�・⽬的�・�

���など�動可�なものに�られる。

 なお⽼��ながら，finiteness は「フィットネス」ではなく「ファイナイトネス」で

す。（�；あせっ😅）

＜野�先⽣＞

 �えることと�びつけながら�味�く拝�しました。「だけ」と「さえ」と「すら」

は何が�うかという�問は，中上�レベルの��者からよく�ます。⽇����では⼀

�的に，これらの副助�の�味と⽤�は��として�びます。まず，��の早い��で

「だけ」（くだものだけ�べました∕男の�が⼀�だけいます）を�び，中�になって

「〜さえ〜」（ひらがなさえ書けない∕温�なあの�でさえ怒った），「〜さえ〜ば

〜」（薬を�みさえすればよくなります∕暇さえあればアニメを⾒ます）を�びます。

「すら」はそのあとです。

この提�順�は，ご発�のなかの「中��」の�果（「現代⽇��書き�葉��コーパス

（BCCWJ）」での�索�果）で�現�度の�い順とも同じです。また，�現��につい

て，「だけ」はそれほど��な��に�現はせず，⼀�，「さえ」と「すら」は��上，

��な�さに�現するという��も，提�順となる�易の順�の��であるとも�えら

れ，⼤�⾯⽩いと思いました。

 

 

論者が在��任したエストニアの

ビールのラベル

�える�の����では，これらの�葉が使われる場⾯や状況

と⼀�に提⽰しますが，�義の�葉をすでに��している場�

は，それらとの決�的な�いを��します。この決�的な�い

は，��形式であったり，書き⼿，�し⼿の�理状�であった

りと，いくつか側⾯があります。�回のご発�では，��形式

からの��ができ，��の現場に貢�できるのではないかと思

いました。例えば，�マーカーの�順として，「ヲ〜」「〜

ヲ」の��をご��いただきましたが，「〜ヲ」では「さえ」

も「すら」もほぼ�現がないようなので，「だけ」との決�的

な�いとして⽰すことができます。⼀�で，��付���に付

�される「さえ」「すら」が�現��の１〜2％あったとのこと

ですが，これを「だけ」との決�的な�いとして⽰すのは��

者にとっては�乱のもとになるかもしれません。個�的にはこ

の1〜2％の中�を��してみたいです。
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＜⼆�先⽣＞

 サエがCP��にあることとダケが��句内にあることは例えば、�下のような省略�

の受�度からも�当ではないかと�える。A)は問題なく受�可�であるが、B)は�く不

可�ではないとしても  A)に�べると受�度は下がるだろう。

 

  A)「どれが�しい�いくつでもいいよ」「これダケ」

  B)「彼女は何も�べないの�」「これサエ」

 

省略を現在の理論で�体的にどのように��するのかを�知しない（省略と並列が�前

からの問題であったが）ため、��によっては�上の２例をダケとサエの樹上�上の問

題に�すことができない場�もあろうが、ダケが�の動�句の省略を可�にするのは当

�の助�がDP内�あるいはその付�にあるからであり、サエはそこにはなく別の場�に

あると�えることができる。例えば動�句内にあり、それが省略されると、DPにアフェ

クトできないと�えることもできよう。

2021年3⽉16⽇

獨協⼤学�国際教養学部�⾔語⽂化学科�共同研究室

048-942-8366

浅⼭・上野・⼤藤

⽇��はサエ、ダケは��的に（副）助�であるから�上のような�論がまず⽣じるの

は⾸肯の�りだが、英�やスペイン�を⾒ると、同�な��が、サエ＝副�（英� :even,

スペイン� : incluso, aun）、ダケ＝形��または副�（英� :only, スペイン� :  solo）、

と��的に現れるのも�味�い。副�は英⻄�ではもっぱら��句��の��を��す

る。例えば、前��句、動�句、副�句、形��句、���などである。ダケ (solo)は形

��でもありうるので��句も��する。���的に�えても、ダケは��句内にも�

在できるし（おそらくオールマイティーなのでしょう）、サエは�らく��句内にはな

いであろう、と�えることができる。

 また���味的には、発�の��にもあったようにサエの�味��が「�相（��）

(extremes)」であり、ダケのそれが「制�（restriction）」であることにもちろん��

があるのだろう。�相を�現するためには、コンテクストを�めたベクトルが必�であ

るが、��句だけではそれを�すのは�しい。制�は��句のみでも�易に指�でき

る。

 �上、��的な�想ですが、��先⽣の発�を�いて�えたことです。

��に，��にコーパスを�り�れられていたのは，バランスの良い��だと思いまし

た。よい�びの時間となりました。ありがとうございました。

��の研��の予�
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